
「
山
公
啓
事
』

に
み
え
る
貴
族
の
自
律
性

は
じ
め
に

円
山
公
啓
事
h

と
は
、
阪
籍
・
怒
康
ら
と
と
も
に
「
竹
林
の
七
賢
」

と
称
さ
れ
た
山
謀
、
が
、
間
吋
替
の
吏
部
尚
帯
一
一
問
、
な
ど
で
行
っ
た
人
事
の
際

(i} 
に
、
武
清
一
司
馬
炎
に
奏

k
し
た
「
務
」
を
、
題
目
(
人
物
評
髄
)
を

中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
つ
著
作
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
、

震
巻
間
十
一
二
山
議
傍
は
、

(
山
)
線
再
び
選
職
に
揺
る
こ
と
ふ
!
有
齢
年
、
プ
官
歓
く
る

ん
慨
に
、
純
ち
閉
し
て
数
人
を
擬
す
。
詔
出
向
の
向
か
ふ
所
有
ち
て
‘

然
る
後
に
額
ら
か
に
奏
し
、
倍
、
が
滋
の
先
と
潟
さ
ん
と
欲
す
る

所
に
錨
故
に
併
の
用
ふ
る
所
、
或
い

科
目
山
久
り

弘

代

市

一

川

門

け

ー

ハ

¥

込

町

ノ

心
ク
ト
亦

i

l

L

J

P

L

或
ひ

故

に

曜

か

ら

詔

し

人
を
間
ふ
る
は
散
だ
才
の
み
に
し
、

天
下
便
ち
化
す
」
と
り

fmる

渡

遺

?告

義

を
行
ふ
こ

奏
し
て
薮
抜
す

一
年
の
後
、
衆
清
乃
ち
寝
む
。

の
人
物
に
、
各
三
題
目
を
擦
る
。
時
に
山

車
部
尚
磐
田
な
ど
の
選
職
に
就
い
て
い
た
十
数

と
数
人
の
候
捕
者
を
題
目
や
経
怒
と
共
に

し
、
自
混
成
巾
が
認
に
よ
り
示
し
た

(
公
式
に
上
奏
)
す
る
と
い
う
人

「
啓
」
し
た
推
薦
蝦
序
の
抵
い

(14) 

と
伝
え
る
。

年
の
閥
、
ん

推
薦
顕
序
を
閉
し

託

っ

て

一

か

っ
た
ゥ
そ
の
た
め
、

用
い
る
こ
と
も
あ
り
、

て
い
る
と

い
う
。

之

'̂ 
の

ル
〕
?
で

で
あ
る
。

品
開
し

さ
れ
る
が
、

な
い
っ
「
山
公
」
と
敬
称
を
府



い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
誌
の
白
務
で
は
な
く
、
近
し
い
者
が
ま
と

め
た
替
述
と
考
え
て
よ
い
の

山
溶
は
、
本
来
、
内
需
に
す
べ
き
「
符
」
を
あ
え
て
公
開
し
た
こ

と
に
よ
り
誤
解
を
受
け
、
そ
の
議
誌
を
受
け
た
武
帝
に
よ
り
、
叱
立

の
詔
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
の
し
か
し
、
意
に
介
さ
ず
に
続
け
た
の
で
、

批
判
は
止
ん
だ
と
い
う
が
、
な
ぜ
山
議
は
、
そ
こ
ま
で
し
て

の
公
開
を
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
の
本
稿
は
、

事
加
の
中
心
と
な
る
よ
♂
を
公
に
し
た
朗
自

お
よ
び
殻
族
の
臼
律
牲
と
国
家
的
身
分
制
で
あ

る
も
の
で
あ
る
。

一
、
山
漢
と
懇
康

の
河
内
郡
穣
鎮
の
出
身
で
、

し
か
し
、
父
は
県
令
に
過
、
ぎ
ず
、
し
か
も
早
く

司
馬
蹄
・
昭
と
準
え
る
評
儲
を
し
た
京
挟
に
司

馬
識
が
「
小
挟
と
戯
れ
」
る
よ
う
な
、
勢
力
の
弱
い
豪
按
で
あ
っ
た

二
世
説
新
一
ぬ
と
政
事
第
三
述
引
虞
預
『
邸
内
書
』
)
。
し
か
も
、
欝
室

(4} 

と
婚
嫡
関
係
を
持
つ
愁
康
と
交
友
し
、
「
荘
老
を
野
」
む
と
さ
れ
た

そ
の
思
想
性
も
あ
っ
て
か
、
山
議
の
出
仕
は
選
ノ
¥
ま
た
山
山
技
後
も

す
ぐ
に
宮
を
辞
し
て
い
る
。
そ
の
様
、
再
び
出
仕
し
た
が
、

政
事
第
一
a

jJj 
}
、
，
a

A

リ

ザ《

JT

に
繊
同
棲
す
る
に
、

何
等
の
時
た
り
て
協

に
と
っ
撃
日
く
、
「
宰

の
令
を
郎
ハ
ヘ
第
に
磁
ら
し
む
。

¥
「
階
、
石
生
は
、
馬
蹄
の
間

と
。
俸
を
投
げ
て
去
る
。
果
た
し
て
欝

ぞ?紹

の
引
退
の
背
景
に
、
へ
の
軍

(5} 

一
歳
の
時
に
、
一
舟
び
宮
を
辞
し
た
。

に
仕
え
ず
司
馬
氏
派
を
鮮
明
に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ま
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
な
さ
れ
た
。
司
馬
氏

資
・
街
議
s

何
{
間
協
が
辞
職
す
る
の
は
翌
(
正
始
九
、

の
こ
と
で
あ
る
。
出
議
は
、
司
馬
氏
派
の
勤
き
を
先
読

み
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
も
、
劉
放
ら
司
馬
氏
派
は
、
警
爽
を

打
倒
し
た
…
止
始
十
(
‘
…
四
九
)
年
の
政
変
の
蕗
後
に
復
職
し
て
い

(G) 
る
、
が
、
出
議
が
そ
の
年
に
出
仕
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、

そ
の
年
に
司
馬
慈
の
従
事
中
部
と
な
り
、
税
山
康
は
中
散
大
夫

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旗
織
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

し
た
背
景
に
は
、
話
康
の
危
機
が
あ
る
。
『
呂
田

し

辞
職
は

(15) 

E
K
1
J
け

H
Y
T
J

、

日
約
び
警
が
ふ
.

ロ叶
1
¥
J

円
U
Vぃ
r

，
，
/
』

宣
懇
話
と
中
表
の
親
有
り
、
是
を
以
て
景
帝
に
晃
ゆ
。



市
日
く
、
「
呂
望
仕
へ
ん
と
欲
す
る
か
」
と
。
笥
隷
に
命
じ
て

秀
才
に
挙
げ
し
め
、
郎
中
に
除
す
。
欝
騎
特
筆
の
ま
起
が
従
事

ひ
さ
し
く
し
て

中
郎
に
轄
ず
。
久
之
、
越
欝
相
を
奔
し
、
尚
書
吏
部
'
郊
に
選
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
息
収
帝
(
司
馬
蹄
)
か
ら
太
公
望
口
口
尚
に
準
え
ら
れ

た
山
擦
は
、
出
仕
し
て
部
中
と
な
り
、
や
が
て
王
認
の
従
事
中
部
と

な
っ
た
。
壬
誕
の
蝶
鱗
将
箪
就
任
は
、
正
元
二
(
二
五
五
)
年
一
一
一
月

間
ヤ
成
で
あ
り
(
芳
一
一
関
士
山
』
巻
四
一
一
一
少
帝
紀
て
山
擦
の
再
出
仕
法
、

そ
れ
を
遡
る
こ
と
ほ
ぼ
一
年
以
内
と
考
え
、
ら
れ
る
。
こ
の
関
、
宙
開
競

に
お
け
る
最
大
の
事
件
は
、
正
一
応
二
(
二
五
五
)
年
正
月
乙
丑
に
起

き
た
母
丘
俄
の
乱
で
あ
る
(
『
一
一
一
磁
忠
h

巻
mm
三
少
搭
紀
)
っ

母
任
一
倹
、
の
乱
と
山
一
議
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
鑓
禽
は
、
「
慾
療
は
、

臥
穣
な
り
、
起
た
す
可
か
ら
ず
の
公
天
下
に
議
ふ
る
も
の
鉱
山
く
も
、

顧
ふ
に
燥
を
以
て
躍
と
矯
す
の
み
と
。
凶
り
て
讃
る
に
、
康

き
い
は
ひ

俄
を
助
け
ん
と
欲
す
る
も
、
頼
に
も
山
簿
一

べ
て
い
る

(
Z間
帯
h

巷
間
十
九
話
出
版
侍
)
。

へ
の
関
与
を
山
擦
が
止
め
た
と
い
う
の

ら
か
の
根
拠
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

の
時
と

:
:
・
」
と
述

襟
康
の
野
丘
僚
の
乱

そ
の
理
出
は
叫
治
療
の
乱
へ
の

ベ
キ
門
〕

関
与
を
止
め
た
こ
と
と
の
係
わ
り
の
中

を
私
殺
、

目
前
に
迫
る
と
、

が
高
ま
っ
て
い
た
怒
康
に
最
後
の
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
。
景
一
元

一
一
(
二
六
二
年
、
吏
部
部
に
除
せ
ら
れ
た
山
護
法
、
自
ら
の
識
を

就
山
康
に
譲
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
皇
帝
権
力
か
ら
の
畠
律
性
を
保

持
し
よ
う
と
し
て
い
る
繋
療
を
守
る
こ
と
は
、
『
山
公
啓
事
』
に
表

現
さ
れ
て
い
く
、
あ
る
べ
き
「
貴
族
制
約
」
を
守
る
営
み
に
通
じ
る
行

為
で
あ
っ
た
。
前
年
に
も
山
譲
、
が
自
分
の
推
薦
を
試
み
た
と
額
い
て

い
た
話
療
法
、
司
罵
氏
へ
の
毘
従
を
求
め
る
山
議
に
対
し
て
、
拒
絶

の
意
志
表
示
の
た
め
絶
交
蓄
を
書
き
上
げ
た
。
「
輿
山
巨
諒
絶
交
番
」

で
あ
る
。

に
は
、
自
賓
の
声
、
が
現
実

っ
て
響
く
構
閣
が
あ
り
、
赤
裸
々
で

克
ち
れ
る
、
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、
「
七
不
堪

が
述
べ
ら
れ
、
禅
譲
革
命
と
王
朝
の
世
襲
、
が
否
定
さ
れ

に

革

命

を

正

統

化

し

よ

う

と

し

て

い

た

笥

篤

氏

で
あ
る
(
詑
(
間
)
所
掲
渡
議
論
文
)

G

吏
部
郎
へ
推
挙
し
よ
う
と

込
ま
な
い
た
め
に
、

の
重
み
法
、
税
山
康

の
虚
妄
を
換
し

(16) 

し
た
の
で
あ
ろ
う
ろ

て
い
る
《

過
ひ
、
箆
ち
竹

村i
(}) 

し



一
株
せ
ら
る
る
に
臨
み
、
子
の
紹
に
謂
ひ
て
日
く
名

汝
は
孤
な
ら
ず
」
と
の

と
あ
る
の
山
諸
は
、
核
康

務
康
の
刑
死
か
ら
点

住
り

る
べ
く
時
期
を
待
っ
た
。

の
鰐
紹
を
抜
擢
す
る
。

満
を
持
し

税
川
煉
詠
せ
ら
れ
て
よ
り
後
、
山
公
は
康
の
子
の
紹
を
繋
げ
秘

は
か

喜
本
と
潟
す
。
総
公
に
出
鹿
を
諮
る
。
公
日
く
、
「
君
が
潟
に

之
を
思
ふ
こ
と
久
し
。
天
地
四
時
す
ら
、
猶
ほ
消
患
有
り
。
部

る
に
況
ん
や
人
を
や
」
と
Q

と
あ
る
。
山
祷
が
当
初
、
推
薦
し
た
官
は
、
震
族
の
起
家
宮
と
し
て

(9} 

最
も
消
費
と
さ
れ
た
秘
書
部
で
あ
っ
た
の
式
市
司
馬
炎
は
、
さ
ら
に

そ
の
上
位
の
秘
審
丞
で
務
総
を
起
家
さ
せ
た
。
こ
の
関
の
事
情
を

岳
部
仏
新
語
』
政
事
第
一
二
注
引
王
際

Z
早
ど
は
、

し
お
き

時
に
紹
の
父
の
康
法
せ
ら
る
を
以
て
、
選
宮
は
敢
へ
て
襲
、
げ
ず
。

年
二
十
八
、
山
議
之
を
用
ひ
ん
こ
と
を
啓
す
。
世
祖
詔
を
護

し
て
、
以
て
秘
書
丞
と
鳴
す
ο

と
低
え
る
Q

父
の
一
一
削
減
馬
昭
に
よ
る
密
康
の
株
殺
へ
の
批
判
に
動
か
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
世
祖
(
司
馬
炎
)
は
怒
紹
を
大
抜
擢
し
た
ひ

そ
の
認
が
下
さ
れ
る
前
に
、
山
議
が
「
務
」
し
た
文
章
、
そ
れ
ら
を

ま
と
め
た
も
の
、
が
『
山
公
啓
事
』
で
あ
る
。

町
山
公
敗
口
事
』
は
つ
と
に
数
段
し
、

今
法

司
通
典
』

や
類
警
な
ど

た
鼓
水
紘
一

み
ら(

敏
員
官
職
名
)
の
倣
嘗
に
代
は

A
は
:
:
:
(
職
務
内
等
)
:
:
:
な
る
も
の
な

く
:
・
・
:
(
必
要
な
資
質
)
:
:
:
な
る
者
を
得
べ
し
。

薦
者
)
は
、
×
×
(
性
)
に
し
て

O
O
(才
)
衛
り
。

暦
・
実
紘
・
期
待
等
)
:
:
:
な
れ
ば
、
宜
し
く
乙
を

以
て
A
を
補
ふ
べ
し
。
蘇
る
可
き
か
奇
か
を
審
か
に
せ
ず
。

(
日
)

と
い
う
書
式
を
取
る
。
ま
た
、
久
保
卓
裁
に
よ
れ
ば
、
『
山
公
撃
事
』

の
人
材
推
挙
の
範
践
は
、
大
将
軍
の
第
二
品
か
ら
、
通
事
令
史
の
第

八
品
ま
で
に
及
び
、
山
…
品
な
い
し
一
一
一
品
の
等
級
を
上
昇
す
る
昇
格

人
事
で
あ
る
、
山
地
方
宮
(
外
勤
)
か
ら
中
央
朝
廷
(
内
勤
)
へ
の

移
動
で
あ
る
、
川
窓
口
郎
市
町
二
口
問
下
げ
る
人
事
の
場
合
に
は

ω外
勤
か

ら
内
勤
へ
と
い
う
付
帯
条
件
を
伴
う
と
い
う
三
つ
の
傾
向
を
持
つ
、

と
い
う
。
そ
の
評
語
は
、
正
・
義
・
清
・
徳
と
い
っ
た
儒
教
的
倫
理

観
を
評
殖
す
る
も
の
が
多
く
、
山
議
の
好
ん
だ
と
さ
れ
る
老
荘
的
錨

値
観
で
誌
な
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
山
、
議
、
が
貴
族
の
文
化
的
価
値
の

根
底
に
あ
る
濡
教
を
基
準
と
す
る
人
事
を
行
お
う
と
し
た
こ
と
が
理

解
で
き
よ
う
会

明
山
公
一
啓
事
h

に
始
め
て
着
思
し
た
矢
野
主
税
は
、
九
品
中
正
制
一

疫
に
お
い
て
、
中
正
富
が
郷
品
と
共
に
人
物
に
つ
け
た
評
語
で
あ
る

吋
ベ
吋

守
吋
吋
8i
 

ぶ
べ
し
れ

り乙

(17) 



(ロ}

「
状
」
の
復
鎮
の
た
め
、
司
山
公
務
事
』
を
利
用
し
た
。
に
は
、

州
大
中
正
の
王
携
が
、
孫
楚
に
与
え
た
「
天
才
英
博
、
亮
抜
不
毅
一
ご

包
括
問
書
』
巻
五
十
六
孫
楚
簿
)
と
い
う
状
し
か
残
存
せ
ず
、
状
を

復
原
す
る
手
段
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
つ
矢
野
の
取
の
ノ
上
げ
た

明
山
公
幹
事
』
の
題
目
と
の
人
物
評
儲
は
、
次
の
一
一
一
例
で

あ
る
n

)
 

吟

t
A(
 

事I~ y:変 j笥
突、 j麦
、性

果i果!
烈!烈i
ゆ有

以j才{
才;用j
王室i
党j
矢口j

⑬
 
⑧
 
@
 

⑧
 
⑫
衛
議
、
点
正
鮒
一
。

@
性
貞
静
病
名
環
。

こ
の
川

1
川
の
一
二
例
を
論
拠
に
し
て
、
矢
野
は
、

は
任
官
に
際
し
て
中
正
か
ら
提
出
さ
れ
た
公
式
の

ブ
た
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
(
印
)

野
氏
が
予
測
し
た
通
り
、

(2) (3) 

山
海
の
人
物
評

る
状
で
あ

た
の
で
あ
り
、
郷
田
川
に
お
け
る
掠
性
・
品
行
'

は
「
状
」
か
ら
採
用
し
た
可
能
性
、
が
ふ
i
分
考
そ

と
述
べ
て
い
る
の
樹
木
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
の

矢
野
が
掲
げ
た
三
例
の
う
ち
、
加
の
評
価
で
あ
る
こ
と
を

明
記
し
て
お
り
、
川
と

ωは
、

は

ほ

ぼ

J

の
詩If
の

(
H
H
)
 

す
る
が

の
後
の
「
才
」
は
異
な
っ
て
い
る
。
中
村
辛
一
蜜
は
、

中
正
の
郷
品
と
は
異
な
っ
た
論
理
で
、
九
品
宮
制
は
運
用
さ
れ
た
、

{
ら
}

と
指
摘
し
て
い
る
3

霞
森
の
い
う
「
密
性
・
品
行
e

才
能
に
関
す
る

短
一
一
許
一
と
は
題
自
で
あ
v

号
、
こ
こ
が
状
の
ま
ま
で
あ
る
な
ら
ば
、
山

壌
の
人
物
評
価
に
独
自
性
は
な
い
。
同
一
の
宮
品
の
ど
ん
な
宮
に
誰

を
問
の
基
準
に
よ
ち
就
け
る
の
か
、
と
い
う
吏
部
人
事
を
行
う
際
に
、

そ
の
基
準
は
、
中
正
宮
、
が
定
め
た
郷
品
と
状
だ
け
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う

か

。

『

山

公

啓

事

』

の

の

人

物

評

髄

を

比

較

し

て
い
こ
う
。

の
う
ち
、
題
自
と
称
さ
れ
る
「
」

「

才

」

と

い

訟

に

よ

る

人

物

評

価

を

残

し

て

い

る

も

の

の
う
ち
、
認
聞
に
人
物
評
舗
が
記
載
さ
れ
る
も
の
は
十
七
例
で

あ
る
φ

そ

れ

ら

の

う

ち

、

崎

山

小

の

人

も

し

く

は

ほ

例

で

二
、
性
と
才

同。⑬ 

(18) 

の
題
目
と

の
も
の
は
、

戸
¥
、
J

.
リ
ハ
リ
パ

ν

-γ
じ
に
H
ツ



、r
、fj
i
l
-
-
4
1
3
1
2
1
i
i
1
1
2
5
f
i
t
-
-
i
d

設

酵

機

わ

物

一

小

能

移

必

絶

於

降

フ

こ
こ
で
は
い
ず
れ
も
、
可
制
日
怖
心
M
h

の
人
物
評
価
は
、
山
誌
の
題
は
で

あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
矢
野
説
の
如
く
忍
主
ど
の
人
物

評
備
の
一
応
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
中
正
の
状
と
山
潟
の
窓
口
と
が
同
一

で
あ
る
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
が
山
諮
の
題
目
で
あ
る
こ
と
を
記

す
必
壊
は
な
い
。
両
斉
が
無
関
係
で
あ
る
事
例
の
多
さ
(
十
七
例
中
、

主
憐
・
荷
州
四
・
石
山
中
m
・
和
総
・
酪
紹
・
部
殺
，
劉
一
納
・
郡
選
の
八

へ
げ
}

例
)
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
山
誌
の
題
目
と
中
正
の
状
と
は
異
な
る

人
物
評
価
で
あ
る
と
設
え
よ
う
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
、
中
正
の
状
と
山
誌
の
題
目
と
が
無
関
係
で
あ

一

味

し

な

い

の

の

題

目

と

の

入

部
分
が
問⑬
 
@
 

⑬
 

⑧
 
@
 

⑧
 

⑬
 

③
 

⑪
 

る
こ
と

物

(1) 1iHi 
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!真
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@@  

1 円、k

'， /j 

正誤

連
於
従
政

性
に
使
用
さ
れ
る
字
句
が
共
通
す
る
。

ωは、

も
字
句
の
共
高
が
見
ら
れ
る
。
山
川
は
、
形
は

内
容
的
に
性
の
「
正
蕗
」
が
共
通
し
て
い
る
。
川
川

の
才
の
部
分
、
が
、
司
革
開
設
問
』
で
は
性
と
才
に
分
け

仰
は
、
才
は
共
通
す
る
が
、
性
は
欠
け
、
加
は
、
性
と
才

共
通
す
る
字
句
が
見
え
る
。
間
は
、
才
に
関
す
る
字
句
の

共
荷
で
あ
ろ
う
が
、
定
か
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
明
山
山
門
公
啓
一
器
i
h

の
題
目
と
中
正
の
状
と
も
さ
れ
る

『
巡
回
議
』
の
人
物
評
価
は
、
則
的
物
で
あ
る
が
、
性
の
部
分
に
共
通
す

る
字
句
が
多
い
さ
な
ぜ
性
の
変
化
が
少
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
っ

(
ゆ
}

て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
九
品
中
立
制
疫
の
思
想
的
な
背
景
に
は
、

あ
る
。
人
間
の
本
来
的
な
あ
り
方
で
あ
る
性
は
、

五
品
以
上
が
礼
の
対
象
と
さ
れ
る
。
中
正
宮
は

と
才
能
(
才
)
の
双
方
を
記
入
す
る
が
、
郷
品

?
h
v

。

こ
の
う
h
ヘ

は樹性
れが
て

Q 

が

ら
れ
る
。

(19) 
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叩
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こ
う
し

て
い
た
こ
と
法

明
太
平



職
宮
部
十
に
、

日
く
、
「
人
才
既
に
白
づ
か
ら
知
り
難
く
、
制
凡

よ
り
己
下
は
、
情
偽
な
れ
ば
又
難
し
。
吏
部
郎
は
砕
事
を
以

て
、
日
夜
相
接
す
っ
但
だ
嘗
に
己
を
正
す
べ
き
の
み
に
非
ず
、

川
引
樹
は
樹

ο刈
創
出
引
ペ
パ
判
。
務
郎
の
社
黙
、
徳
履
亦
た

佳
し
、
太
子
庶
子
の
緯
諒
・
中
部
の
陳
権
、
比
由
意
正
有
り
。

又
其
の
次
用
ふ
可
き
者
有
る
か
不
か
を
審
ら
ず
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
吏
部
邸
の
職
務
を
説
明
す
る
中
で
、
~
前
九
部
郎
が
扱

う
人
事
で
は
中
人
以
下
の
者
な
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
自

ら
が
正
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
人
を
正
し
教
化
で
き
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
よ
り
態
解
で
き
る
。
山
議
と
思
想
的

な
影
響
関
係
に
あ
る
酪
療
も
、
性
一
二
品
説
に
基
づ
き
中
人
へ
の
教
化

を
重
視
し
て
い
た
。
し
か
し
、
性
は
入
閣
の
本
来
的
な
あ
り
方
な
の

で
、
教
化
に
よ
っ
に
変
化
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

の
人
物
評
価
の
間
の
部
分
が
、
性
に

多
い
照
的
で
あ
る
。

ま
た
、
性
と
字
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

っ
た
錨
舎
が
立
づ
性
.
四
本
論
加
を
蒸
し
て
い
る
つ

才
と
し
、
人
間
の
道
徳
的
な
素
質
を
性
と
し
て
、
の
関
係
を
論

は

、

が

自

ら

の

人

物

評

価

を

見

議

御
覧
』
巻
一

と

じ
る
問、
J
R

、ー

す
A

叶
カ

を
問
問
一
一
概
念
の
異
称
と
し
、
「
異
」
は
才
と
性
と
を
本
来
別
物
と
す
る
。

「
合
」
は
も
と
も
と
部
物
の
才
と
性
が
合
致
す
る
と
し
、
「
離
」
は
才

と
性
と
が
平
取
離
し
た
方
向
を
取
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
明
世
説
新
語
』

文
学
第
西
・
一
在
に
、

鍾
ム
岡
田
西
本
払
臓
を
撰
し
始
め
て
撃
は
る
。
甚
だ
話
公
を
し
て
一

克
せ
し
め
ん
と
欲
し
、
壌
中
に
置
き
、
既
に
定
ま
る
も
、
其
のな

難
を
畏
れ
、
壌
に
し
て
数
へ
て
出
さ
ず
。
一
戸
外
よ
り
遥
か
に
榔

げ
、
使
ち
認
し
て
急
に
走
る
。
(
日
夜
)
貌
志
に
臼
く
、
「
禽
才

性
の
間
一
罪
、
を
論
じ
世
に
簿
は
る
。
四
本
な
る
者
は
、
才
性
の
問
、

才
性
の
問
問
、
才
性
の
合
、
才
性
の
離
を
ニ
一
一
口
ふ
な
り
。
尚
蓄
の
樽

蝦
は
問
を
論
じ
、
中
毒
令
の
李
撃
は
巽
を
論
じ
、
侍
部
の
鍾
禽

宅
続
校
尉
の
王
演
は
離
を
論
ず
。
;
・
:
」
と
。

司
令
つ
世
間
本
論
』
を
税
山
康
に
見
せ
に
来
た
が
、

ら
な
げ
こ
み
、
振
り
返
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

を
説
く
博
椴
・
鍾
曾
は
司
馬
氏
派
で

こ

れ

に

対

し

て

、

を

説

い

た

(20) 

と
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あ
り
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ず
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こ
と
拭

た
こ
と
よ
り



窺
い
得
る
。

山
識
は
、
学
結
と
対
立
し
て
襲
州
刺
虫
に
出
さ
れ
た
時
に
総
崩
よ

り
賢
才
を
抜
擢
し
、
ま
た
、
山
議
の
人
事
の
結
果
、
才
に
よ
る
住
用

{
判
的
)

が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
か
か
る
山
懐
の
人
材
乾
期
の
方
針
は
、
平
呉

へ
お
}

を
控
え
政
事
に
強
い
意
欲
を
見
せ
て
い
た
武
滑
に
も
共
通
す
る
の
た

だ
留
意
す
べ
き
は
、
明
山
公
瞥
事
』
の
題
は
が
儒
教
的
な
徳
川
口
・
才

、
1
ず

A

引
山
町

能
を
基
準
と
し
、
税
替
期
全
体
の
人
物
評
価
の
趨
勢
と
は
異
な
る
こ

と
で
あ
る
Q

そ
の
賢
才
発
掘
は
、
あ
く
ま
で
も
儒
教
に
基
づ
く
も
の

で
、
嬬
教
的
価
値
纂
準
を
措
い
て
、
才
だ
け
を
尊
重
す
る
欝
操
の
唯

{UV 

っ
て
い
た
の
で
あ
る
o

q

通

典

』

職

露

五

日
く
、
部
設
を
以
て
混
令
と
矯
さ
ん
と
欲
す
」
と
。

認
し
て
「
可
な
り
」
と
。
一
等
い
で
又
啓
し
て
臼
く
、
「
訪
問
す

る
に
款
は
母
を
喪
ひ
時
に
葬
ら
ず
、
遂
に
居
る
所
の
一
還
後
に
於

て
限
り
に
葬
る
と
。
間
関
問
の
議
有
り
、
議
ふ
ら
く
は
璽
め
て
之

を
選
ば
ん
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
山
議
は
、
議
令
に
選
ん
だ
部
設
の
人
事
を
喪
礼
に

際
し
て
の
不
孝
を
理
府
に
白
紙
慰
問
し
て
い
る
c

山
擦
は
、
中
正
の

状
と
は
異
な
る
、
性
と
才
の
う
ち
才
を
重
視
す
る
と
い
う
独
自
の
髄

備
基
準
に
よ
り
人
事
を
運
用
し
た
、
が
、
ぷ
ご
と
い
う
最
も
根
底
に

讃
く
べ
き
儒
教
的
価
健
基
準
か
ら
の
逸
脱
は
な
か
っ
た
の
で

一
一
一
、
貴
族
の
自
律
性

の
状
を
共
通
と
考
え
る
注
(
印
)

の
宮
穣
人
事
に
お
け
る
中
正
の
優
越
性
に

に
官
僚
を
任
命
す
る
こ
と
な
ど
な
く
、
中
正

揺
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
里
の
意
向
は
官
僚
機

構
に
反
映
竪
借
が
任
命
権
を
一
手
に
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
り

官
僚
体
制
は
皐
帯
の
下
に
集
約
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
果
た
し
て

そ
う
で
あ
ろ
う
か
Q

中
正
の
状
と
『
山
公
啓
事
』
の
題
白
と
は
異
な

る
こ
と
、
道
部
尚
護
の
山
識
が
、
才
を
重
視
す
る
独
自
の
基
準
で
皇

帝
へ
の
「
幣
」
一
撃
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
官
擦
人
事
に
関
す
る
皇
帝
と
出
議
の
関
係
を
検

討
し
て
い
こ
う
会

山
議
が
選
宮
に
在
住
し
た
際
の
人
事
の
失
敗
例
と
し
て
、
『
世
説

新
語
』
政
事
第
一
一
一
培
、

山
司
徒
前
後
選
す
る
こ
と
、
殆
ど
百
宮
に
局
遍
し
、
翠
'
ぐ
る

に
才
を
失
す
る
無
し
。
凡
そ
題
自
す
る
所
、
皆
其
の
一
一
一
一
口
の
如

し
。
唯
だ
額
揺
り
引
酔
斗
引
出

1
4用
料
詔
似
尉
利
引
耐
に
し
て
、

公
の
意
と
異
な
る
。
之
を
一
争
へ
ど
も
従
は
れ
ず
。
亮
も
亦
た
尋

い
で
鶏
の
震
に
散
る
φ

が

(21) 



の
登
用
を
挙
げ
る
つ
そ
の
際
、
司
世
説
新
語
』
は
、
臨
亮

の
登
用
を
「
認
の
用
ふ
る
所
」
す
な
わ
ち
F

、
皇
帝
に
よ
る
挙
用
と
潔

解
す
る
。
注

(
M
W
)

所
掲
鼓
森
論
文
も
認
め
る
よ
う
に
、
人
事
の
最

終
決
定
権
は
白
沼
市
が
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
複
森
は
そ
の

人
事
権
の
行
使
が
吏
部
を
通
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
一
一
製
視
す
る
。
そ

の
開
の
事
情
を
『
世
説
新
…
品
開
』
政
事
第
一
一
…
投
引
『
轡
諸
公
費
』
は
、

亮
字
は
一
出
火
興
、
河
内
野
王
の
入
、
太
常
の
陪
V
〈
の
パ
凡
な
り
つ

性
心
河
川
明
に
し
て
率
五
、
賀
充
の
親
待
す
る
所
と
箆
る
s

山
川
護

在
僕
射
と
腐
り
て
選
を
鎖
す
も
、
擦
の
行
業
既
に
充
と
異
な

り
‘
自
ら
以
へ
ら
く
世
椀
の
敬
す
る
所
と
昂
る
と
。
選
期
の
事
、

充
と
臨
ハ
に
諮
諭
す
る
も
、
充
毎
に
就
(
の
欲
す

に
、
「
宜
し
く
心
駿

せ
し
む
べ
し
の

と

と
矯
し
、

-工、

，サバ
H

，
t
ゎ
Y

に
壊
す
る
所
を
叙
す
る

乃
ち
亮
の
公
忠
無
私
た
る

な
ら
ん
と
す
る
を
以
て
、
又
井
、
の
協
情

か
さ

H
H
H
H

紫
ね
て
品
川
口
し

"

の

B
十

4
.
3
4
ι

叶
uノ
叫

刊

い

例

制

H

臓
に
作
り

、，

}

O

F
，
Y
E
 

し

と
缶
え
る
ヮ
の
才
に
基
づ
く
人
事
に
よ
り
、
自
分
の
患
う
人
事

が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
不
講
を
持
っ
た
賀
充
、
が
、
山
薄
の
権
限
を
撃

射
す
る
た
め
、
経
亮
を
更
部
部
に
送
ち
こ
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
一
員
充
法
尚
書
令
で
あ
号
、
尚
書
左
様
射
の
山
議
、
が
「
啓
」

し
て
抗
威
を
推
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
買
充
も
「
樹
」
し
て
陸
亮
を

推
し
て
い
る
会
議
森
が
重
授
す
る
の
は
、
こ
の
「
樹
」
で
あ
る
。

の
「
樹
」
を
前
提
と
し
て
、
堕
売
を
在

韓
亮
が
相
応
し
く
な
い
こ
と
を
重
ね

て

い

る

。

「

啓

」

、

が

不て、

?

開

ι
'
l

宇
八

1
レ
ム

υ

て
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と

ので

ぎ
な
く
な
る
げ
は
ど

つ
ぐ
、
，
こ
〉
や
J

ご
ま
ぷ
1

〉

C
わ
る
の

i

〆

L
J
j
'
T才・

2
L
d
l
L
E
f
t
k
g
d
J
d
Z
T

公
開
を

が
せ

す
で

つの
で双
い_7う戸
たさ?に
。娘

を
嫁

で
あ
る

る
ニ
と
に
よ
り

の



次
期
外
戚
の
資
充
の
私
意
的
な
人
事
に
対
抗
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
の
山
添
は
外
戚
の
楊
氏
に
も
反
発
し
て
、
多
く
武
者
を
議
識
し

(
仙
川
}

た
と
い
う
。
設
族
の
本
来
的
な
与
な
慕
擦
が
文
化
的
価
縞
の
専
有
で

あ
る
な
ら
、
官
僚
と
し
て
の
地
位
は
、
外
戚
な
ど
ん
mm
帝
権
力
と
の
所

探
性
が
強
い
者
に
心
的
い
爵
伎
が
与
え
ら
れ
る
同
家
的
身
分
制
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
郷
品
り
性
で
は
な
く
、
そ
の
職
務
に
停
車
す
才
を
実
打

ち
す
る
儒
教
を
中
心
と
し
た
文
化
的
側
傾
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ

き

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

、

で

あ

る

の
Ig~ 

は性
を
本継
米本

す

っ
て
い
た
o

q

山
公

"̂'、
む

ょ
っ
て
、
そ
の
本
来
的
な

る
字
こ
そ
、

も
の
で
あ
る
。

y c 
れ

べ
き

五ミ ]主

題15 立
をヲ;英
治での
め品番L
iなずに

JJr害虫
一野

手人事
;寝予
しけ
、く

て
い

「
都
令
の
諮
葛
京
、
祖
父

天
命
に

る
所

同心
配を

議
く
さ
ん

へ
、
い
ツ
ノ
丈
¥

を

し

に

補

し

て

、

以

て

人

に

事

ふ

る

の

躍

を

明

ら
か
に
し
、
議
*
リ
誌
の
論
に
一
制
ふ
べ
し
と
忽
京
は
泣
藤
川
州
刺

史
に
γ

ず
る
い
と
刈

と
あ
る
手
間
窃
漢
の
支
配
地
域
で
あ
る
梁
州
・
益
州
に
は
、
簡
家
的

身
分
制
と
し
て
の
党
族
棋
に
昇
進
を
臨
ま
れ
て
い
る
袋
、
問
、
が
多
か
っ

た
の
)
一
吋
践
的
に
よ
る
欝
校
の
賜
与
が
欝
の
平
定
を
契
機
と
す
る
た
め
、

(

引

出

}

間
関
肢
は
謀
、
内
の
ま
ま
止
め
讃
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
山
博
は
、

~
売
の
訴
で
あ
る
諸
富
京
を
抜
擢
し
て
、
梁
州
・
益
州
の
よ
伊
、
す

な
わ
ち
州
を
散
伎
と
す
る
郷
論
に
沿
う
と
共
に
、
地
域
差
や
出
敵
国

で
あ
る
か
汚
か
で
は
な
く
、
文
化
的
価
髄
の
専
有
程
度
に
起
因
す
る

才
の
荷
燕
に
よ
っ
て
地
位
が
定
ま
る
べ
き
と
い
う
、
あ
る
べ
き
「
貴

核
科
」
の
あ
り
方
を
ポ
し
た
の
で
あ
る
。

地
域
的
一
擁
護
だ
け
で
は
な
い
。
山
議
は
、
才
、
が
あ
り
な
が
ら
、
昇

の
遅
れ
て
い
る
人
物
を
抜
接
し
て
い
る
。
安
一
古
文
類
緊
』
巻
四
十

(23) 

九

近
ご
ろ
氾
源
を
翠
げ
太
子
舎
人
と
腐

と
鶏
せ
ら
れ
る
も
、
久
し
く
沈
滞
す
会
事

て
、
以
て
衡
問
州
封
を
慰
さ
め
ん
と
欲
す
」

と
中
め
る
c

、
が
ち
、
久
し

「
怨
素
有
り
」
と
そ
の
才
を
称
さ
れ
な

し
て
い
た
氾
諒
を
抜
擢
し
て
、
「
後
間
の
士
」

} 

、-



を
励
ま
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
つ
国
家
的
身
分
制
と
し
て
の

貴
族
制
に
昇
進
を
限
ま
れ
て
い
る
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
袋
、
開
け
を
内
地

で
は
な
く
、
そ
の
才
に
応
じ
た
官
に
就
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
つ

こ
う
し
て
山
擦
は
、
爵
伎
に
よ
り
路
定
化
さ
れ
た
国
家
的
身
分
制

で
あ
る
貴
族
制
で
は
な
く
、
あ
る
べ
き
「
貴
族
制
」
を
求
め
て
吏
部

人
事
を
行
い
、
そ
の
人
事
基
準
を
『
山
公
啓
一
事
』
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
し
た
。
「
仁
向
山
に
袋
、
内
な
く
、
下
品
に
勢
族
な
し
」
と
い
う
劉
毅

の
九
品
中
正
制
度
へ
の
批
判
は
、
山
議
の
死
の
直
後
に
行
わ
れ
て

戸
犯
)

い
る
。
山
同
様
は
、
五
等
爵
と
州
大
中
正
の
制
に
よ
り
、
日
間
は
資
、
す

な
わ
ち
爵
位
を
世
襲
し
得
る
資
族
の
家
柄
に
よ
っ
て
定
ま
る
よ
う
に

な
っ
た
間
務
の
貴
族
制
を
、
あ
る
べ
き
「
貴
族
糾
」
へ
と
向
か
わ
せ

る
た
め
の
努
力
を
「
啓
」
の
公
開
に
よ
り
表
現
し
た
の
で
あ
る
つ

か
か
る
山
協
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
五
等
爵
判
例
に
よ
り
世
襲
性
を

帯
び
た
胤
民
族
制
の
も
と
、
後
世
共
に
「
竹
林
の
七
賢
」
と
称
さ
れ
る

王
戎
は
、
定
部
品
(
二
八
三
?
1
二
八
九
年
?
)
、
尚

(
，

J

九
一
1
1
九
ー
と
し
て
、
外
威
勢
力
と
の
妥
協
の

閥

的

な

人

事

を

行

巻

四

十

一

に

、

人
を
慕
ひ
、

終
て
よ
り
、

時
と
興
に
浮
沈
し
、

と
あ
る
よ
う
に
、
王
戎
は
、
r

山
議
、
が
行
っ
た
吏
部
人
事
と
は
対
照
間
的

に
、
費
族
を
後
天
的
な
学
問
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
得
る
「
才
」
に
よ

っ
て
抜
簿
す
る
こ
と
は
な
く
、
五
等
爵
に
守
ら
れ
た
門
地
・
家
柄
に

従
っ
て
人
事
を
行
っ
た
。
王
戎
の
人
事
に
は
、
題
家
的
身
分
割
と
し

て
の
貴
族
制
の
も
と
で
、
貴
族
の
自
律
性
を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
は

な

い

。

、

支

沈

は

、

『

釈

持

論

』

を

著

し

、

寒

内

た

は
用
い
ら
れ
な
い
の
で
諦
め
る
よ
う
に
、
と

こ
う
し
た
中

ち
に
説
く

自
家
4

帯
権
力
の
延
長
で
あ
る
外
戚
や
諸
玉
、
そ

を
奪
わ
れ
、
貴
族
と
し
て
の
精
神
的
な
白
簿
性
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
政
治
か
ら
遊
離
し
、
摺
に
身
を

委
ね
る
表
語
的
な
「
臼
律
い
性
を
求
め
て
怒
逸
を
気
取
り
、
政
治
よ

り

遊

離

し

て

い

く

。

と

も

に

る

が

、

阪

の

(24，) 

吋
什
句

6
4

日
「
!

は
似
て
非
な
る
も
めh十'

い
」
全



と
あ
る
よ
う
に
、
東
涛
の
吏
部
郎
で
あ
る
子
一
績
は
、
地
と
才
に
よ
り

人
物
を
評
価
し
た
と
い
う
の
梁
の
皐
侃
の
性
一
二
品
説
は
、
性
の
叫
淑
凶
悪

は
気
の
清
濁
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
気
の
清
、
機
は
門
地
に
よ
る
と
す
る

(詑

(ω)
所
掲
波
進
論
文
)
。
か
か
る
性
三
品
説
が
登
場
す
る
社
会

背
景
と
し
て
の
紫
族
制
の
炭
間
が
、
表
面
的
な
類
似
性
に
よ
り
版

籍
・
鈴
燦
'
山
潟
、
と
王
戎
と
を
共
に
「
七
賢
」
と
し
て
諮
る
行
為
の

へ
お
~

背
景
に
あ
る
。
か
か
る
東
辞
に
お
け
る
讃
族
制
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、

稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

お
わ
り
に

岡
山
公
務
事
b

は
、
出
一
応
帝
権
力
や
泉
市
m
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
関
家

的
身
分
制
と
し
て
の
霞
族
制
に
対
し
て
、
震
族
と
し
て
の
自
律
性
を

世
に
示
す
た
め
、
山
擦
が
公
開
し
た
記
録
で
あ
る
。
明
山
公
啓
事
』
は
、

五
等
爵
と
九
品
中
一
止
制
度
に
よ
り
皐
帝
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
貴
族

制
に
対
し
て
、
あ
る
べ
き
貴
族
と
し
て
の
文
化
的
部
鎮
基
準
に
基
づ

く
人
事
記
録
を
当
時
の
黄
桜
に
、
そ
し
て
後
世
に
公
開
す
る
た
め
に

警
か
れ
た
。
山
議
は
、
皇
帝
権
力
お
よ
び
そ
の
延
長
権
力
で
あ
る
外

棋
に
対
し
て
、
自
律
性
を
持
っ
た
あ
る
べ
き
「
蜜
族
制
」
の
理
想
を

表
現
者
と
し
て
示
し
た
の
で
あ
る
。

注
(
1
)
山
総
の
年
講
を
作
成
し
た
久
保
卓
哉

焼
事
合
(
叫
ん
梅
山
大
学
人
間
科
学
研
究
セ
ン
タ

八
年
)
に
よ
れ
ば
、
山
議
は
、
埼
徒
が
束
ね

車
部
尚
書
を
中
心
に
と
ー

崎
山
公
九
八

と
く
に

(25) 

。
。
七
年
)
を
参
照
。

(3)
遣
問
書
』
警
三
十
一
括
妃
簿
上
に
よ
れ
ば
、
笥
罵
畿
の
奏
で
あ
る

張
審
議
ヤ
の
母
は
、
山
川
濃
の
「
従
祖
姑
」
で
あ
る
。
西
欝
の
成
立
後
、

司
馬
氏
の
観
族
に
は
、
そ
れ
に
棺
応
し
い
爵
佐
が
附
附
与
さ
れ
た
ニ
と

は
、
「
蕗
欝
司
馬
氏
婚
姻
考
」
(
司
東
洋
研
究
』
二
ぺ
、

(
4
)
叫
治
療
が
可
罵
沃
の
手
先
で
あ
る
鍾
命
聞
に
告
発
さ
れ
て
、
や
が
て
刑

死
す
る
こ
と
渡
遷
義
語
「
脅
康
の
歴
史
的
位
護
」
(
2ハ
朝
学
術

一C
C六
年
)
を
参
照
。

て
引
退
し
た
の
は
正
始
八

(
二
八
三
)
年
に
七
十
九
議
で
卒
す



、
河
内
従
事
を
辞
し
た
の
誌
、

る
た
め

四
十
実
，
一
歳
の
持
で
あ
る
。

(
6
}
笥
篤
認
が
留
爽
を
打
た
正
始
の
政
変
に
つ
い
て
は
、

浩
「
司
馬
氏
の
議
一
説
と
部
…
禅
問
の
建
箆
」
(
明
大
東
文
化
大
品

誌
h

円
六
、
‘

A
O
O七
年
)
を
参
照
ヮ

(
7
)
倒
殿
山
民
吋
竹
林
七
緊
研
究
』
(
台
湾
臨
務
印
書
館
、
一
九
a

は
、
山
川
協
の
一
向
仕
官
を
嘉
手
心
ハ
(
正
元
一
児
、
二
五
四
)
年
で
五
十
歳
、

松
本
幸
男
♂
仇
籍
の
生
瀧
と
詠
懐
詩
』
(
本
耳
社
、
一
九
七
七
年
)
は

四
十
七
歳
、
方
鵬
知
的
?
一
間
柄
脅
人
物
小
伝
年
表
』
下
部
(
台
湾
高

務
mw
符
館
、
一
九
八
一
年
)
は
、
間
十
八
綾
か
ら
一
九
十
♂
裁
ま
で
と

す
る
。

(
8
)
大
ト
.
正
義
一

。
首
に
見
る
表
現
の

川けじ、

J
h
u
ペ
Lhι

本一十、明日山

L

~

j

/

;

{

H

 

創
文
社
、

a
a
O
O
O年
に
所
収
可

(
9
J
秘
書
郎
が
起
家
訴
と
し
て
「
情
設
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
{
川
内
絹
市

定
叫
九
品
有
人
法
の
研
究

i
i
t科
挙
前
史
b

(

東
洋
史
研
究
会
、

-u五
六
年
J

を
参
照
。

吋
段
森
健
介
「
叫
山
公
幹
事
ω

(
叫
中
関
投
族
制
社
会
の
研
究
知

久
保
卓
抜
「
分
析
山
協
の

記
念
東
ア
ジ
ア
文
化
論
議
ω

汲
占
持
続
、

立
)
矢
野
主
税
「
状
の
研
究
」
(

a

九
六
七

(
日
)
川
刈
司
北
堂
書
紗
b

巻
六
十
一
一
、
巻
六
十
一
。
必

巻

十

四

、

警

部

十

五

。

川

市
3

句
通
説
(
』
巻
十
回
、

思
想
典
』

(

け

付

)

筏

(

ロ

)

「

果

烈

有

才

問

問

」

と

ま

た

引

き

ず

る

が

、

巻

六

十

二

設

宮

部

櫛

史

中

丞

に
よ
れ
迂
、
「
製
毅
省
で
あ
号
、
『
呂
田
川
官
官
』
と
は
一
致
し
な
い
九

な
お
、
守
山
公
評
議
T
h

ぬ
題
問
叫
が
「
性
」
有
「
才
」
と
い
う
表
記

方
法
を
取
一
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注

(
m
w
)

所
掲
諮
問
森
論
す

(

日

)

中

村

を

欝

一

お

け

る

人

事

に

つ

い

て

」

資
綾
制
社
会

(
ぱ
刊
)
郭
実
片
時
技

巻
四
十
九
存

十
路
、

警刊，

(26) 



ZAS
，
臨
忘
研
究
陥

(
川
口
)
波
法
譲
治
「
九
品
中
正
制
捜
と
性
二
J

品
説
」

a
h
O
O六
年
)
。

(
初
〉
脅
威
は
「
釈
私
論
」
で
、
「
若
し
中
人
の
性
を
資
し
、
花
開
の
慨
を

運
び
て
、
心
を
お
烈
に
制
み
、
日
比
を
公
桧
に
擬
し
、
心
に
僻
り
て
，
パ

は
ば
、
川
別
ち
許
は
是
な
ら
ざ
る
無
く
、
椅
に
織
れ
て
行
は
ば
、
別
ち

事
は
荷
な
ら
ざ
る
無
し
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
人
間
観
が
性
一
，
A
M
m

説
に
革
命
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

(
幻
)
関
村
繁
「
叫
心
ν
1
性
問
本
仏
国
の
性
格
と
成
。
一

i
iあ
わ
せ
て
蔚
長
揺

氏
の
明
説
明
M
才
性
論
的
政
治
意
義
b

を
駁
す
」
(
町
名
古
路
大
学
文
学

部
研
究
論
集
h

匂

A

八
文
学
，

O
、
，
九
六
a

a

年
六

へ
勾
)
高
間
一
得
「
税
山
政
の
叶
離
」
の
立
場
」
(
叫
大
内
剣
山
学
院
紀
要
b

二、

一
九
五
六
年
)
は
、
「
問
問
機
論
」
よ
り
税
山
政
安
離
典
派
と
捉
え
て
い
る
。

(
お
)
忍
弘
前
b

巻
四
十
三
山
博
憾
に
、
「
繋
州
の
俗
務
く
し
て
、
縮
推

殺
す
る
無
し
。
諒
際
胞
を
翻
抜
し
、
賢
才
を
州
地
一
訪
し
、
臨
命
す
る
こ

と
:
一
十
鈴
入
、
皆
名
を
常
時
に
倒
燃
は
す
」
と
あ
る
ろ

(
糾
}
忍
問
者
b

巷
間
十
一
二
山
議
憾
に
、
「
へ
山
濡
)
前
後
の
選
翠
、
内
外

堂
開
掃
し
、
而
し
て
殺
び
に
其
の
宇
を
得
」
と
あ
る
。
「
才
」
を
章
一
規

費
接
に
高
く
一
野
髄
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
理
解

で
き
よ
う
。

(

お

)

同

音

書

』

巻

四

十

二

日

「

故

に

帝

か

を
戒
め
て
日
く
、
明
夫
れ
人
を
用
ふ
る
は
惟
だ
才
の
み
に
し
、

卑
践
を
迭
さ
ざ
れ
ば
、
天
下
鑓
ち
化
す
』
と
」
と
あ
る
σ

(
お
}
『
世
説
新
語
h

の
人
物
評
価
が
、
世
揺
の
超
誠
一
乙
部
鰭
を
驚
く
こ
と

は

、

久

保

山

県

議

お

け

る

人

物

批

評

」

疎て
遠議

校
研
究
報
た
h

J

八、

P

九
八
二
年
)

(
釘
)
鈎
操
の
略
字
、
正
義
に
つ
い
て
は
、
渡
議
義
治
一
関
時
代
に
お
け

る

の

筏

点

か

ら

い

(

明

東

「
砂
町

工
1
u
一
工
作
γ
、

J
j
Jノ

3
i日本
h

で
一
バ
及
し
て
い
る
の

md
九
品
中
正
判
例
境
に
お
け
る
舵
議
が
喪
礼
を
中
心
と
す
る

安
則
州
出
と
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
液
鑑
護
活
吋
九
品
中
正
制

践
に
お
け
る
問
弁
十
恥
い
ユ
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
加
間
二
二

O
v
O

二
年
、
一
間
政
機
の
構
造
と
「
夕
刊
日

IZh
前
揚
に
所
収
)
そ
参
照
。

(

却

)

つ

い

て

は

、

校

進

護

措

問
問
、
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者
}
間
十
一
J

燃

ひ

、

携

氏

に

按

ず

る

を

欲

せ

ず

、

帯

品
川
る
に
改
む
る
能
は
ず
」
と
あ
る
ゐ
な
お
、
「
才
」
老
量
一

揖
す
る
人
事
を
行
っ
て
い
た
山
議
に
、
武
帝
が
「
才
」
に
配
慮
す
る

よ
う
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
詔
が
議
一
一
一
一
口
を
受
け
て
出
~
さ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
~
会

(
出
)
高
脅
に
お
け
る
閉
爵
庄
が
、
一
一
一
品
、
を
最
高
官
と
す
る
援
投
に
置
か

れ
た
こ
と
法
、
中
林
史
朗
「
後
漢
末
・
町
一
回
初
に
於
け
る
地
方
学
者
の

動
向

j
i
i
m〕
窮
地
方
に
於
け
る
議
題
、
グ
ル

i
プ
を
中
心
と
し
て
」

九
、
一
九
八
一
年
)
を
参
照
。

一
欝
紀
一
一
角
書
左
僕
射
器
毅
の
九
品

太

療

五

(

一

年

の



皮
肉
付
に
い
緊
年
し
て
い
る
。

(

竹

ぢ

鼓

森

鍵

介

お

け

る

吏

都

宮

舘

e
i
i詰
普
期
に
お
け
る
政

一一一一

一
九
九
九
年
て

(
川
内
〉
括
原
幹
部
一

七
二
…
…
0
〈ハ

}

「

竹

林

の

七

賢

」

し

た

伝

説

に

過

ぎ

な

い

こ

と

は

、

情
問
弁
文
務
「
竹
林
七
援
に
つ
い
て
の
二
ア
ィ
口
ソ
ア
イ

y
お
よ
川
レ
ぃ
、

凶
バ
ヒ

J

(28) 


